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1はじめに
　看護基礎教育において、臨地実習は看護専門職と
しての、知識、技術、態度を修得する上で重要な位置
を占めている。そのため、実習を受け入れている施設
では臨床指導者をおき、教員とともに実習指導にあ
たっている。しかし、患者への看護ケアに関しては、
臨床指導者だけでなく、直接的な臨床指導者研修を
受けていないスタッフ看護婦・士が実習指導にあた
ることも稀ではない。スタッフ看護婦・士は患者ケ
アに実習指導が加わる事で困難感・負担感を感じて
いるように思われるが、一方、困難感・負担感ばかり
ではなく実習指導を通して様々な学びをしているよ
うでもある。
　指導者研修を受けていない看護婦・士が実習指導
に困難感や負担感を感じる理由、及び実習指導を通
しての学びを明らかにした研究は少なく、本研究結
果は、臨床指導者が実習環境としての人的環境を整
える上での手がかりになると考える。
皿研究目的
　臨床指導者研修を受けていない看護婦・士が、実
習指導に困難感や負担感を感じる理由と実習指導を
通しての学びと感じることを明らかにする。
皿研究方法
1．調査対象
　　調査対象は、1000床を有する私立大学付属の総
　合病院で、看護専門学校の基礎看護学、成人看護
　学の臨床実習を受け入れている病棟の看護婦・
　士で協力の同意を得られた者である。婦長、主任、
　臨床指導係、院内臨床看護婦育成システムのレベ
　ル別研修教育皿を受講した看護i婦・士、新人看護
　婦・士を除く病棟看護婦・士とする。
2．調査項目
　①年齢②臨床経験年数　③卒業した看護婦養
　成施設　④受け入れ実習の分野　⑤臨床実習指
　導に困難を感じた経験の有無　⑥臨床実習指導
　に困難感を感じた理由⑦臨床実習指導に負担感
　を感じた経験の有無　⑧臨床実習指導に負担感
　を感じた理由　⑨臨床実習指導を通して体験し
　た学びの内容、9項目である。
3．調査期間
　平成13年7月30日～平成13年8月8日
4．調査方法
　　無記名の調査票（資料1）を研究者が作成した。
　臨床経験：年数、卒業した看護婦養成施設、受け入
　れ実習の分野は、選択式の回答方法とし、年齢、
　臨床実習指導に困難感を感じた理由、臨床実習指
　導に負担感を感じた理由、臨床実習指導を通して
　体験した学びの内容は記述式の回答方法とした。
　　調査票と調査依頼書を看護部から対象者に配
　曝する。病棟婦長に手渡してもらい婦長を通して
　対象者へ配布する。調査依頼書には、研究目的、
　研究方法のほかに、①調査対象者のプライバシー
　の保護、②調査に対する協力は強制ではなく自由
　意志での記入とすること、③回収後の調査票の管
　理は、研究者が責任を持って管理することを明記
　した。
　　当該病棟に回収用の袋を設置し、回収は10日間
　の留置き終了後に回収した。長期休暇中の対象者
　へは、返信用封筒を配布してもらい郵送により回
　収した。
5．分析方法
　　対象者の年齢、臨床経験年数、卒業した看護婦
　養成施設、受け入れ実習分野については、単純集
　計を行う。臨床実習指導に困難感を感じた理由、
　臨床実習指導に負担感を感じた理由、臨床実習指
　導を通しての学びの内容についての記述を、それ
　ぞれ、ひとつの意味内容を1コードとし分類しま
　とめカテゴリー化した。
IV．級ﾊ
　調査票を配布した者は212名であり、209名から回
収し回収率は98，5％で、このうち回答内容が、質問の
意図と一致しなかったもの13名分を不適回答とし、
196名分の調査票を有効回答とした。
1．対象者の概要
　　対象者の年齢は、21歳から64歳であり平均年齢
　は、25．0歳であった。対象者の年齢を図1に示す。
　臨床経験年数は、3年から5年が最も多く108名
　（55．0％）、続いて2年目までが62名（31．6％）、6年か
　ら8年は23名（11．7％）、9年以上は3名（1．5％）であ
　つた。
　　卒業した看護婦養成施設は、3年制の看護専門
　学校がJ57名で対象者全体の80．1％を占めていた。
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ついで、短大卒が19名（9．6％）、大学卒が17名
（8。6％）、2年制の看護専門学校卒が3名（1．5％）
であった。
　受け入れ実習分野は、基礎看護学実習ll（看護
の対象・方法・役割を理解する）149名（76．0％）、
成人看護学実習1（成人期にある人への一連の看
護展開の基本を理解する）78名（39．7％）、成人看
護学実習H（成人期にある人と家族への看護を理
解する）73名（37．2％）であった。
2．臨床実習指導に困難感を感じた体験の有無と困
　直感を感じた理由
　　臨床実習指導に困難感を感じた経験ありは131
　名（66．3％）、無しは65名（33．7％）、であった。困難感
　を感じた理由の全コードは、141で、それらは、①
　社会人としてのマナーができていない、②学生の
　行動が看護婦のケアに支障を生じる、③厳しい口
　調で指導出来ない、④学生の実習で学ぶ姿勢が希
　薄なこと、⑤忙しい中で指導をしなければならな
　いこと、⑥教員、スタッフ間の行動調整が出来て
　いない、⑦実習における学生の学習状況や実習目
　標が不明確、⑧実習指導の担当看護婦が日替わり
　で指導を行わなければならない、⑨指導方法や自
　己の学習が不足したままで指導にあたらなくて
　はならない、の9項目にまとめられられた。臨床実
　習指導に困難感を感じた理由を図2に示す。
3．臨床実習指導に負担を感じた体験の有無と負担
　感を感じた理由
　　臨床実習指導に負担を感じた経験ありは123名
　（62．8％）、無しは73名（37．2％）であった。負担感
　を感じた理由の全コードは75で、それらは、①実
　習している学生の立場を忘れ患者指導にわりこ
　んでこようとする、②自分の経験や学習の不足が
　あるのに指導しなければならない、③受け持つ学
　生の人数が多くなる事、④担当教員の実習への介
　入が不明確なこと、⑤忙しく業務を行いつつ、指
　導も行わなければ行けない時、⑥学生のやる気が
　なく指導をしても良い反応が返ってこなかった、
　の6項目にまとめられた。臨床実習指導に負担感
　を感じた理由を図3に示す。
4．臨床実習指導を通して体験した学びの内容
　　臨床実習指導を通して体験した学びと感じた
　内容の全コードは、83で、それらは、①学生に接
　して看護の基本原則や初心の気持ちを振り返る
　事が出来た、②学生の学習過程にかかわることで
　自己の成長と共に学習の必要性を学んだ、③些細
　な事でも事故につながるかもしれないリスクを
　再認識できた、④学生が一人の患者と深くかかわ
　る姿を見ることで、自分の患者とのかかわり方を
学んだ、⑤教員、指導係が学生に関わる姿を見て
具体的な指導方法や指導の難しさを学んだ、の5
項目にまとめられた。臨床実習指導を通して体験
した学びの内容を図4に示す。
V考察
1．臨床指導者研修を受けていない看護婦・士が、
　臨床実習指導に困難感や負担感を感じた理由と
　支援方法
　　臨床指導者研修を受けていない看護婦・士の
　うち実習指導に困難感や負担感を感じていた者
　は約6～7割であり、3～4割の者は困難感や負担感
　を感じていなかった。困難感や負担感を感じた者
　が比較的少なかったことは、受け入れ実習分野が、
　基礎看護学実習1）を目的とする学生が多かったた
　めであると考えられる。つまり、ほとんどが見学
　を中心にした実習内容であるため看護婦・士が
　学生と直接関わる機会が少なかったことによる
　と考えられる。
　　本研究結果から得られた実習指導に困難感を
　感じた理由の9項目は、看護婦・士の問題、看護
　婦・士の視点から見た学生自身の問題、教員・臨
　床指導係と看護婦・士との連携の問題の3つの
　側面からとらえられる。
　　指導方法や自己の学習が不足したままで指導
　にあたらなくてはならない、忙しい中で指導をし
　なければならないは、臨床実習を受け入れている
　病棟の看護婦・士自身の問題であると言える。看
　護婦・士は、看護や指導方法に関する学習不足の
　まま指導しなければならないことや、看護業務と
　兼務で指導しなければならない事により困難感
　を抱えているといえる。
　　実習環境を整えるために教員や臨床指導係が
　学習会などを催し看護婦・士にたいする学習を
　促したり指導方法を具体的に提示したり、業務と
　指導の調整を行う。
　　社会人としてのマナーができていない、厳しい
　口調で指導できない、学生の実習で学ぶ姿勢が希
　薄なこと、学生の行動が看護婦・士のケアに支障
　を生じる、は、看護婦・士の視点から見た学生自
　身の問題であると言える。
　　学生の学びの姿勢が希薄なことは、困難感を抱．
　かせていた。学生の行動が看護婦のケアに支障を
　生じるもまた、看護婦・士に困難感をひきおこし
　ていた。また、看護上の初学者であるがゆえに、
　責任ある行動が十分とれないときも多く、担当す
　る看護婦・士の行動に大きな支障を引き起こす
　場合も多い。学生は、初めてくる病棟で緊張や不
　安を抱えていることから緊張状態や不安状態に
　あるため、学生の表情は硬く、あまり能動的には
　見えない。そして、このような状態は一見学習意
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欲が希薄ととられてしまう可能性も大きい。した
がって、実習の学習環境を整えるためには、臨床
指導係が学生の態度が希薄に見える理由をアセ
スメントし、緊張や不安からくる場合は学生に働
きかけるとともに、看護婦・士に状況を説明して
看護婦・士のストレスを除去する。
　学生は様々な年齢構成の中に身を置く機会が
少なく、そのマナーが、不適切である場合も多い。
つまり、学生は意識的にそのような態度をとって
いるのではなく、緊張や不安、社会性の未熟さや
看護婦としての未熟さが、その様な行動をとらせ
ていると言える。したがって、実習環境を整える
ためには、看護婦・士に、学生がその様な態度を
とる理由を説明し適切な社会性や看護婦・士の
責任を指導していくことが教育的な関わりであ
ることに気づかせることが大切である。
　教員、スタッフ問の行動調整ができていない、
実習における学生の学習状況や実習目標が不明
確、は、教員・臨床指導係と看護婦・士の連携の
問題である。看護婦・士は、実習における学生の
学習状況と実習目標が不明確と感じており教員
との計画調整ができないことで、困難感を感じて
いる。教員は、学生と共に病棟に来て実習を行う
学生の患者ケアにつくが、学生1人1人についての
実習指導は不可能であるため、学生の受け持ち患
者の実習当日の担当看護婦・士と行動調整する
必要がある。また、学生の学習状況や実習目標を
明示する役割は教員と共に臨床指導者が担う。看
護婦・士が抱えるこの困難感は、教員や臨床指導
係が自らの役割をうまく果たせていない結果で
あると言える。
　学習環境を整えるためには、教員や臨床指導者
と看護婦・士の間で学生の学習状況や実習目標
を確実に共有する体制や実習の効果的な運営の
ために行動調整を行っていくことが大切という
意識づくりが必要である。
　臨床実習指導に負担を感じる理由の6項目もま
た、看護i婦・士自身の問題、看護婦・士の視点か
ら見た学生の問題、教員や臨床指導係と看護婦・
士の連携の問題の3つをとらえられる。
　実習している学生の立場を忘れ患者指導に割
り込もうとする、学生のやる気がなく指導をして
も良い反応がかえってこないは、看護婦・士の視
点から見た学生の問題、自分の経験や学習の不足
があるのに実習指導しなければならない、忙しく
業務を行いつつ、実習指導を行わなければいけな
い、受け持つ学生の人数が多いは、看護婦・士の
問題、教員の実習への介入が不明確は、教員や臨
床指導係と看護婦・士の連携の問題といえる。こ
のことにより看護婦・士は、看護婦・士のとられ
た学生の反応、業務の忙しさや、自己学習や経験
不足のままの実習指導、教員や臨床指導者との不
連携によって困難感も負担感も感じると言える。
2．臨床実習指導を通して体験した学びの内容と支
　援方法
　　本研究結果より実習指導を通して体験した5
　つの学びの内容があきらかになった。
　　学生に接して看護の基本原則や初心の気持ち
　を振り返ることが出来た、些細なことでも事故が
　起こるかもしれないリスクを再確認した、学生が
　一人の患者と深く関わる姿を見ることで自分の
　患者との関わり方を学んだは、自分の看護につい
　ての振り替えりであり、看護の原則の再確認であ
　るといえる。学生の学習課程に関わることで自己
　の成長とともに学習の必要性を学んだは、自己の
　成長の認識であり自己の評価を行っていると言
　える。教員、指導係が学生に関わる姿を見て具体
　的な指導方法や態度を学んだ、は、臨床指導者研
　修を受けていない看護婦・士が、実習指導の実際
　の場面における指導方法についての学びといえ
　る。つまり、看護婦・士は実習指導を通して困難
　感や負担感と同時に自分の看護の振り返りや看
　護の原則の再確認、自己の成長、実習指導の方法
　を学んでいるといえる。
　　実習環境を整えるためには、人的環境である看
　護婦・士の質の向上が欠かせない。そのためには、
　これらの実習指導を通しての学びの内容が、看護
　婦・士にとってその場だけの学びに留まること
　がないように、意識付けを行うような働きかけを
　行う必要があるといえる。
Wおわりに
　本研究は、臨床指導者研修を受けていない看護
婦・士の、実習指導を通しての困難感と負担感、学び
を明らかにすることを目的とし、それぞれの結果を
得ることができた。この結果をふまえ、今後、臨床指
導者が感じる、困難感や負担感について調査が必要
と考える。
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資料一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査票
以下の質問の該当される項目に、○印または、記述にてお答え下さい。
1．ご自身についてお伺いいたします。
　　1）年齢（　）歳
　　2）臨床経験年数
　　　　①1～2年②3～5年③6～8年④9年以上
　　3）卒業された看護婦養成施設
　　　　①看護系4年制大学、②看護系短大　③看護専門学校
2．臨床実習指導についてお伺いいたします。
　　1）実習の受け入れば、どの分野ですか。
　　　　①基礎看護学実習ll（2年次前期実習）②成人看護学実習1
　　　　③成人看護学実習H（3年次実習）
　　2）臨床実習指導を通して困ったと感じたことはありますか。
　　　　①はい　②いいえ
　　3）2）の回答の理由はどのような事ですか。
④2年課程看護専門学校
（2年次後期実習）
4）臨床実習指導を通して負担と感じたことはありますか。
　①はい　②いいえ
5）4）の回答の理由はどのようなことですか。
6）臨床実習指導で何か学ぶものはありましたか。
7）実習指導で、臨床指導者に希望することはありますか。
ご協力ありがとうございました。
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実習している学生の立場を
忘れ患者指導に割り込んで
こようとする。
9自分の疏場を考えず何でも話に割り込む学生に
．、量者への指導であって学生が患者に説明するのと
，まわけが違う。
70給与の中に学生指導は含まれてないし、患者と
のかかわりを増やしたい。自分の立場を考えず何で
も話しにわりこむ。患者への指導であって学生が患
者に説明するのとは高力漣う。
自分の経験や学習の不足があるのに指導しなけ
ればならない。
14学生のペースで指導してあげたいが、自
分自身の勉強不足でうまくできない。
53学生のペースで指導してあげたいのだが、
自分自身が勉強不足でうまく出来ない。学
生を待って患者への援助をしていかなくて
はいけないので自分の時間がなくなる。
12指導する立場での経験がないのでどう
対応して良いのかわからない。
37時間にゆとりがないとき。指導する立
場での経験がないので、どう対しtiしてよい
のか分からない。
13指導する責任の重さを感じた。
59指導する血場の責任の重さを感じ
た。
受け持つ学生の人数が多い。
7指導にあたる学生の人数が3人くらいになると
指導する余裕がなくなる。
31学生が何人も重なってしまうと指導する余裕
がなくなってしまう。
67自分の受け持ちに学生に3人くらいつくと仕
事がスムーズにはかどらなかったりした。
1
－ee刈
1
担当教員の実習への介入が
不明確。
1指導に教員が付くのか付かないのか事前にハッ
キリして欲しい。
75朝、申し送り後に計画を出して欲しい。その時
になって言われても、学生にあわせる事はできない。
指導に先生がつくならつく、付かないなら付かな
いL罫前にハッキリして欲しかった。
学生のやる気がなく指導をしても良
い反応が返ってこなかった。
10学生の態度で、困った顔をされたり、
泣かれたり敬語を使ってくれないこ
とは、精神的にふたん。
14業務の忙しい時、学生さんが皇い
たとき。
48学生に困った顔されると。
44学生がやる気がないので、いくら
いっても反応がなく、忙しい時間を割
いてもこちらのやる気がうせる。
62自分がものすごく忙しい時声かけ
られたり、清拭に付かなければいけな
かったりするとちょっといらいらする。
でも、指導係りも教員も気を使ってく
れているのでそんなにありません。近
頃は、教育に負担はつき物。
8学生の態度にやる気が見えなかっ
たり何をしたいかわからないとき、
教える気になれない。
58学生が何をしたいのか分からな
いとき。
6　こちらが質問して、分からない事
があるとすぐに調べずに、分からな
いまま患者様にせっしようとしている。
68ア習をしてこない学生がいるの
で教える気になれないときがある。
57実習を重ねていっても、学生のや
る気が感じ取れないときがある。
図一3 臨床実習指導に負担感を感じた理由
忙しく業務を行いつつ指導も行わな
ｯればならない。
3学生が入ると患者ケアや指示受けが予定通
閧ﾉ仕事が進まない。
11学生の指導には、時間がかかる。
60指導に時間がかかり多少負担。
6患者の状況によっては業務が忙しく学生に
ﾎ応している余裕がなくうまく指導できない。
4業務の都合がつかないときに、学
ｶの行動計画に沿ったケァにつか
ﾈくてはならない。
2自分の受け持ち患者に学生が付い
ｽ時など自分の休憩時間を削ってま
ﾅつかなくてはならなかった。
5業務に追われ忙しいときに学生
ﾌ計画調整や報告を受ける時間を
ﾆってあげられない。
T4学生を待って患者への援助をし
ﾄいかなくてはいけないので自分
ﾌ時間がなくなる。
X忙しい時に計画調整と言われて
烽ﾈかなか時間をとってあげられ
ﾈい。
V忙しいときに、学生についていな
ｭてはいけない時。
P7こちらの業務の都合が付かない
ﾌに、学生のケアに付かなければな
轤ﾈい時。
U3自分自身が忙しいとき・・緒に援
浮ﾉ付かなくてはならない時など。
U忙しいときに、「清拭について下さ
｢」と言われるとちょっと負担だ。
P6行動の時間調整がヒ手くつかな
｢ときでも、行動しなければならな
｢時。
T0学生の計画調整で・・日の行動を
ｧてなければいけないから。
U1自分が忙しい時の報告などで手
?~めなくてはならない時。
W指導しながら援助しなくてはな
轤ﾈいのに時間がないとき。
74学生中心の時間配分では、自分の
ﾆ務が滞る。自分の受け持ち患者に
w生がついたとき等自分の休憩時間
?墲ﾁてまでつかなくてはならない
ﾌは、とても負担。
U6自分自身の業務がト亡しいとき。
P0忙しいときに指導するのは、少し
薗Sに感じてしまった。
P3業務に追われているとき、負担に
ｴじる。
R9時間のない時に指導を必要と感
ｶる事。
S6叢務が忙しいため。
S7忙しいときには、あまり、指導で
ｫない。
R4時間的に。
Q忙しい時、多少負担を感じました。
Q9忙しい中での関わり。
U4自分自身が忙しく業i務に負われ
ﾄいるとき。
R6時間に追われているとき。
T忙しいときなど。
V3自分の業務で精一柘学生の対応
ﾉ手がまわらなくなる事。
Q1時間が取れないとき。
69患者の状況によっては、学生に対応してい
髣]裕がない事がある。
T1かなり多忙で自分で精一杯な時に指導で
ｫる余裕力特てない。
R8時間に余裕が無く学生さんにつくことで
謔闔條ﾔがおしてしまうとき。
T5患者さんのケアに思うように行けない。
Q7忙しいときには説明の時間がつらく、自分
ﾌペースで動けないのが負担。
S3仕事が進まない。
P2業務がスムーズに進まない。
ﾚ旧学生の受けもちでない患者のケアや、指示
?ｯが滞るため。
R2学生が入ると、自分のペースで仕事が出来
ﾈい。
P5業務の中で時間がかかりその日の仕事が
xれてしまう。
P9時間が忙しい。他のケアとの関連。
R5時間通りに業務が進まないと。
S2仕事が終わらない。
Q3スムーズに面心を行う事が出来ない。
S忙しいとき自分のペースで行えずさらに忙
ｵくなる。
Q0時間が制限される。予定通りに業務が進ま
ﾈい。
Q6忙しいときには業務に追われているのに、
w生がつくと指導する時間もとられてまわれ
ﾈくなる。
25忙しいときには学生の話を聴くことがで
ｫず、実習を終えさせてしまう事もあるから。
U5自分自身が余裕のない時、学生さんとゆっ
ｭり関われない事が申し訳なくその事が、重荷
ｾった。
T2患者が多くて自分にゆとりがない時うま
ｭ指導できない。
R0　一時間毎のヴァイタルサインや長時間の
?置などがあるときは、やはり、実習とは分か
ﾁていても行動調整の時間をせかせてしまっ
ｽように思う。
Q4忙しい時になかなかきちんと指導するこ
ﾆが出来なかった。
P1業務が重なり忙しい時、きちんと見てhげ
轤黷ﾈいため負担と言うか、お互い中途半端に
ﾈりそうな気がします。
Q2忙しいときに親切に対応できない。
V1業務が忙しいからゆっくり教えていられ
ﾈい。
S1仕事が忙しい時ゆっくり指導が出来ない。
Q7忙しいときは、i’分に関わってあげる事が
o来ない。
Q8忙しいときはゆっくりと指導出来ない。
R3時間がない時が多いのでゆっくり教えて
｢られない事が多い。
V2自分の業務が忙しく時問が取れないときQ
R忙しい時きちんと対応してあげられない。
S0時間をあまりとってしげられない。
S5学生さんに1’分な時間をつかうことがで
ｫない。
1
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学生の学ぶ姿勢が希薄であること。
17学生のやる気が感じられない、
64やる気のない学生の態度。
134学生の意欲のなさ、勉強不足、
119学生に積極性が見られないとき，
54学生の意欲が薄いとき＝
83学生のやる気が感じられない一、私語
が多い，
130反応が鈍い、やる気が感じられない、
86真剣さ伝わらない、物品管理、片付け
が出来ていない、
125　事前学習していない、学生さんに
やる気が見られないとき、
15学塩が何を何処まで学びたいのか意
思表示がないのでよくわからない，
121学生さんが何をどこまで知りたい
のか、はっきり伝えないとき、または、伝
わらない時、
9意思表示がない，
14質問してくる視点が違っている、C
Tの受：付方法など1罫務的なことばかり
聞いてくることが信じられない、
82質問してくる視点が違ってる、CT
の受：付方法など事務的なことばかり聞
いてくる事が信じられない，
事1前学習をしてこなかったり知識不足
な学生への指導，
99あまりにも、勉強をしてこない：
31勉強してこない，
25学生の知識不足，
70疾患についてあまり調べておらず観
察も全然してこなくて・体どうしたら
よいのか戸惑ってしまった一
87勉強していない二学校で習う事でも
’ド気で何でも質閲してくる，
81質問内容が勉強すればわかるような
ことであること、視点のズレ，
T3　学生がナースステーションにいる
ことが多い、
100患者のところに、ゲァのときしか
行かない、
73学生が積極的に患者のところへ行
ってないような気がするe
42　ナースステーションをうろうろし
ていることが多い、
11患者の所へ行かず、ナースステーシ
ョンにいる学生が多い，
128受け持ち患者さんの状態をどこま
で把握して実習に来てるのか、スタッフ
には、アセスメントからの計画調整の時
間がないので分からない，
133「門前に実習に来ると分かっていて
も基礎的なことを勉強してきていない
ため、指導しづらい。
79月目がびっくりするほど、知識がな
く教え甲斐がない、
23処置、検査の時目的、目標の学習もせ
ずに見学する学1kが多い、
14LY前学習してこない学生に、患者を
受け持たせたくない、
6新カリキュラムとなり、学生は、見学
が多く、経験項目が少なくなったようだ
102新カリキュラムとなり、指導方針
が変ったためか見学が多いような・・
20　・度指導したことが次の機会に生か
せていない、
129　一度指導したことに対して、次の
［1に出来なかった，
131指導したことが、次の日に生かせ
ず忘れている、
132　前もって、勉強しておいて欲しい
と言っておいたのに勉強してこない、
忙しい中で指導をしなければならない。
7業務が忙しい時は、学生にト分時間をとって
指導できないs
7業務が忙しい時は、学生にト分時間
をとって指導できない、
44忙しすぎて、学生にきちんと時間
を取って関わってあげる事ができなか
った、
48　業務が忙しいとき、指導するのは
難しい，
66指導をゆっくり行っている時間が
ない一
63　自分の仕餐をしていく中で、満足
行く指導がtll　seない。
78忙しくて、待ってもらうことがあ
って申し訳なかったときがあります、
127私達は、仕事をしながらなので、
実際のところきちんと指導できる時間
がないのを感じます、
20　業務が忙しいときには、日をかけ
られず指導が出来ない，
60　業務が忙しいとき詣導するのは
難しい、
4指導の時間を作ってヒげられない。
105時間に終われ学生と関われる時
間が少ない、
139忙しいときに、学生さんに合わせ
て行動してあげられないと、せっかく
実習にきているのに申し訳ないと思い
ます，
7受け持ち患者が多く、ゆとりを持っ
て指導できない。
22何かしてヒげたいと思うがし’1分のこ
とで精一杯で指導のことまで余裕がない、
19自分のことで精一杯なので指導でき
ない¢
43まだ、気分に余裕がないとき。
36何かしてあげたいと思うが時間的に
余裕がなく何もしてあげられなかった点。
9忙しいときに指導をすると業務がスム
ーズに行えない，
50自分の仕事で精一杯なのに指導しな
がら時間のロスが大きくつらい、
91月分のペースで動けない、
47忙しいので、処置に入りたいという
学生に時間をさくと業i務がスムーズに行
かない一
行動計画の調整が適切にできないと、学
生を捜したり白分の業務を中断しなくて
はならない、
30フローシートを持っていかれたり何
かケアをするときに学生を捜さないとい
けないとき、
53　一日の行動計画を行って来なかった
り、忙しいときに報告してきたり。
15　・から教えるのは大変だ、
22　患者の病態、生理から説明しなくて
はならないので、仕隻罫が進まない、
27実響が終わる画前の時間に「これか
ら～したいんですけど」と一方的にケア
につかされた。
68　「○時に清拭についてドさい，」と言
われ時聞調整しても、その時間につけない。
教員、スタッフ間の行動調整
が出来ない。
12先生が学生についてケアをするのどこか
らか、私達が関わるのか時がある，
40どこまで教員に任せていいのか分からない、
13教員たちの学生に対する学習、行動調整が
どの程度でできているのか、分からないので白
分たちがどこまで指導していいのか分からない：
95　・Hの行動が良くわからなかった、一Hの
行動計画は、教師が1－1に決めていた、
社会人としてのマナーがで
きていない。
学生の中に社会人としてのマナーが出来てい
ない人がいる、
101　基本的な社会人としてのマナーが出来
ていない人がいる，
26学生の言葉使い、態度の悪さ、
84常識的なことが分かっていない。
10自分の名前も名乗らず突然話し掛けてこ
られると困る、
104　一般常識の欠如、時間調整．
厳しい口調で指導できない。
21厳しいぼい方をすると学生がショックを
受けトラウマになるので強く言えない＝
98厳しくするとトラウマになってしまうよ
うで強く言えない、
123おこってよいものかどうか、
3言い方が厳しいと、学生さんがショックを受
けてしまう、
学生の行動が看護婦の患者ケアに支障
を生じる。
18学生の患者理解が充分できていないで行う
看護ケア、
29計画調整をしない段階で患音のもとへ行き、
事故報告をされた、
8何も，．1一わないで、患者を検査に連れて行って
は困る。
62全介助で足浴シャワー浴をオペ後自立して
きた患者にほぼ毎日施行しており実習終∫後も
同じように求められ自立に向けての援助を考え
て欲しいと感じた、
94点眼指導中の和船でn分でさせるから看護
婦同伴せず点眼しており、点眼薬が間違ってい
た事があった，確認指導するというより、見てい
るだけであった．：
24学生が術後の検温をひとりで勝手にやって
しまい、確認のために看護婦がもう渡検温を
行い、二度手間になった。
25時間調整が出来．るように、きちんとした計
画表を出して欲しい、
28やる事がないためか、患者様を担当してい
るはずの学生が計画調整に来なかった．
58学生、患者、看護婦の問で時間調整がL手く
いかなかったとき、
21計画調整に来るのが遅くどこまで学生がす
るのかわからない、
16学：生の報告が遅い；
120看護婦スタッフの時間で進められないの
で時間調整が出来る様にきちんとした計画表
を出して欲しいc
19学生が慰者ケアで起こしたトラブルでスタ
ッフと患音・家族との関係に支障があった，
39受け持ち患昔のベット転落をおこされたこ
と、その後、患振家族との関係が不信感により
少しギクシャクしたものとなったように感じる、
1
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指導方法や自己の学習が不足したま
まで指導にあたらなくてはならない。
10学生に何処までのレベルで指導すれば
よいのか解らない。
38どこまで、踏み込むべきなのか困って
しまう。白分も不足な点が多いからだと思
いますが。
88カリキュラムや目標を充分把握できず、
どこまで教えていいのか分からない。
71どのように説明したらよいのか。
75どこまで教えるか、質問していいかわ
からない。
57何処まで答えていいのか、分からない。
56どこまで答えてよいのか分からない。
18どこまで説明すべきか分からない事が
ある。
12白分の卒業した学校と実習方法が違っ
たので、指導の仕方がわからなかった。
23自分自身の知識不足で学ノkから質問
された時に適切にアドバイス出来ない。
93学生への接し方、指導の仕方どこから
どこまで教えたら良いのか。
97どこまで注意、指導、アドバイスをし
たらいいのか難しい。
69伝えたい事や指導したい内容をE手
く伝えられないとき。
77慣れでこなしているケアが多く、学生
に指導する時には、根拠から教えないこ
とに戸惑ってしまう。
103教え方、指導の仕方。
49自分の知識不足。
32はっきりと分からない事1を質問され
たとき。
3学内演習と臨床の方法の違いをどの様に説明
したらよいのか解らない。
55学校で学んだ方法や，やり方が異なることが
ある。
24指導経験の少ない自分が指導する時に不安
に思う。
34自分もまだまだ未熟なため知識技術で、教
えたことが間違っていないか不安に思う。
136自分が、まだまだ未熟なので、色々教えてあ
げたいけれと馬指導は出来ない。
35自分自身の技術が本当に良いのかと思い、指
導出来るのかなど困る事がある。
52学生の実習範囲でどの程度、どのように指導
すればいいのかまだ、あまり指導する、乞場での経
験がないためか濡しいです。
51経験と知識力桟いため、学生の質問に対して、
適切なアドバイスが出来ずに悩んでしまう。
図一2　臨床実習指導に困難感を感じた理由
実習指導の担当看護婦が日
替わりで指導を行わなけれ
ばならない。
26毎日同じ学生を担当しているわけ
ではないので、学生がどの程度理解し、
情報収集出来ているのか不明確。
46毎日同じ学生を担当するわけでは
ないので、どの程度理解し、情報収集で
きているのか不明確。
137実習の日数の関係により、患者の
経過についていけない時、どのように対
処したらよいのかと思う。
45　・日だけの実習で、どの稚度理解さ
れ、学べているか気にかかるところです。
5学生の特性や進み具合いまで、把握で
きず、その場その場の指導になる。
実習における学生の学習状況や
実習目標が不明確。
2学生の達成目標が明確で
ない。
90達成目標が、今ひとつはっきりしない。
37看護技術等、どの範囲まで実施、経験
するのか不明な点がある。学生が、何をII
的としているのか、何をしたいのか等、口
標がはっきりしていない時、どこまで関
わればよいのか。
106学生により何を実施し、学びたいの
か良、く分からない。
74　．一日の目標を迄ててきますが、それ
が大きすぎて分からない。もっと簡単に、
自分がそのHに取得できるような目標は
出てこないのかなと思うときがあります。
学生がどこまで、看護ケアを実施できる
のか不明6臨
135どこまで理解し、どこまでの技術を
行うのか分からない。
61どの程度援助に介入してもらえばい
いのか、わかりにくい。
140学生の方々がどこまで行えるのか、
はっきり分からなかった。たとえば、フロ
ーシート記繊点滴は、つけていいのかなどb
96どの範囲までやらせていいのか良く
分からなかった。
80業務に追われて、忙しいときにも学
生に質問されたり手伝って欲しくても「そ
れはまだ出来ない」、といわれた時。
92　どこまで学生に任せられるのか、ど
こまで教えていいのか分からない場合が
ある。
138学習の不足により、実施してもらっ
ては困る技術手技がある時は、どのよう
にしたら良いかと考える。
67何処まで実習でやってもらえばいい
のか、分からない時がある。
89学生がどこまで実施するのか、計画
が大雑把でどう指導すべきなの力扮から
ない。見学するのか、実施するのかあいま
いではっきりしない。
4学生がどの程度学校で学習してくるの
か解らない。
59学校で何処まで学んで、自己学習を
何処までしてきているか颯見えてこない。
141どこまでのレベルで教えていいの
か？　自分に学生の時との実習への取り
組み方、事前学習の違い。
122T看護学校卒業でないので、どの程
度、どのように知っているのか分からな
いため、どこをどのくらい指導したら良
いのか迷った。
126実習内容の範囲がわからず、どこま
で、占っていいの7bY」JKからなかった。
124どの程度まで理解しているのか分
からなかった。
6どこまで指導してよいのか分からない。
142学生の学習の程度、理解の程度が不
明な点がある。
1学生の達成目標が不明確だと指導の方
法もはっきり打ち出せない。
85患者のケア計画が明確でない。
33どのくらいのレベルで指導すれば良
いのか、把握が難しい。
17学生何をしたいのか明確でない。
76知らない事などに対し、「習ってない
ので分かりません」などの、漢が返って
くると、何処まで教えたらよいのか迷う。
5学生の学習能力の差分かりにくく指導
の程度が度が分かりにくい。
72週間f定のシーツ交換を考慮して自
分の計画を、1，1ててもらえなかったため。
65時間調整をしても状態の不安定な患
者がいたため行動に移るとなると難しか
った。
1そのHの状況によって、学生さんの疏
てた行動計画を臨機応変に修正できない。
一らol
学生に接して看護の基本原則や初心
の気持ちを振り返ることができた。
14現場に入って環境整備などの出来なくな
っている事を思い出す機会となった。
14学生の学習する姿勢、指導を通しての自己
の振り返り。
1現場に入ってしまったぶん見えなくなって
しまったところも多い。
46業務の中でなんとなくやらなくなってし
まった環境整備や足浴などやっているとき（基
本的なこと〉を思い出す。
51業務で見直す事が出来た。
55自己の振り返り。
17学生とのかかわりの中で看護の基礎、基本
を振り返る。
23基礎、基本をもう一度振り返る事が出来る。
72質問される事柄が、緒に考える事もある
ので振り返りになり。
33基礎を振り返ろうと強く感じました。
忘れていた初心の気持を学んだ。
9学生時代の事を思い出し、自分自身初心にか
える。
38学生の頃の新鮮な気持ちに触れて、白分に
看護を見直すいい機会を与えてくれていると
思います。
84自分の学生の頃を思い出す程度。
42学生のフレッシュな反応、忘れていた、初心
を思い出す。
34学生の頃の初心の気持ちの大切さ。
25基礎を振り返る事が出来ました。
44基本を忘れている自分に気づかされる。
28基本的な看護を認識できた。
45患者へのかかわり。初心に戻れる。
40学生の姿を見て初心に戻ります。
41学生の姿を見ると初心に戻れる気がする。
4看護技術の基本、基礎を振り返り大切さを学
ぶ事が出来た。
17看護技術の基礎など初心にかえる事を学
んだ。
20BB、洗髪などの看護手技。
48個別的看護について。
24基礎の大切さ。
27」辮り援助、技術の手順など仕事中は、忙し
さに理由をつけてしまったりするが、基本はこ
うなんだと実感し、ためになる。
学生の姿を見ていると、看護に対する新鮮な気
持を思い出せた。
15学生の看護に対する新鮮な気持ち。
39学生の新鮮な気持。患者への対応の仕方を
改めて振り返らされる。
∠旧細かいところの素朴な気づき。
65看護に対する思いや患者について当たり
前に思っていた部分で気づかされる事がある。
35学生の頃の新鮮な気持ち、看護婦でなかっ
た頃の気もち。
63学生を見ていると、新鮮な気持ちになりま
す。
3学生がオペ後の患昔の初めての歩行に感動
しているのを見ていると、そういう気持ちは忘
れずにいたいと感じる。
2学生の学習過程にかかわることで自己
の成長と共に学習の必要性を学んだ。
11自分も指導できるように
なったという実感が自己の成
長の確認につながる。
36白分にも出来るようになったと飽臨
54自己の成長の確認℃
75指導する’罫で自分の再認識となった。
5指導する上での自己の知
識の不足や学習の必要性を
学べた。
71質問されてわからない事を自分も学ぶ事
が出来た。
30基本に忠実に指導する事が要求されるた
め根拠や理山、正しい羽順で実施し、振り返り
になった。
7学生さんと一緒にやる事で自分のあいまい
なところがわかり、改めて、勉強しなおす機会
となった。
12学生に指導する事が、自分でも理解できて
いないとだめなため、自分も勉強になる。
73学生の頃を思い出し、自分ももっと勉強し
なければと思った。
76指導するには、根拠が必要なので、全てが
学習になります。
74指導するkで自分の説明の足りなさや方
法について振り返る事が出来る。
53根拠を考えながら指導するため自分の勉
強になる。
学生からの質問や意見、共
に考えることは、新しい発
見や考える視点を学ぶ事が。
22感じる視煎や物事の考え方が新鮮と思え
る。
13学生の意見を聞きながら一緒に学ぶこと
が出来る。そういう考え方もあるんだと、視野
を広げる事が出来た。
5学生から新しい視点をもらえるところがう
れしい。
11学生と共に考える事で、新しい発見があり
勉強となりました。
64看護学生ならではの意見やアイデアに、時々、
臨床ではなかなか気づけないものがあったり
するので、参考になると思う。
1新しい視藍で質問されるとルーチン化して
いた考えを改めて考え直す事が出来る。
50困る事もあるが、学生から多いに学ぶ事も
ある。
8学生さんの謙虚さ、発想、」寧さ。
5些細な事でも、事故が起こる
かもしれないリスクを再確認
56ほんのささいな事で、事故がおこるかもし
れないリスクの再認圃』
1
ド凸
1
教員指導係が学生に関わる姿を見て
具体的な指導方法や指導の難しさを
学んだ。
8教員、指導係が、学生に指導する姿を
見て、指導方法や態度を学んだ。
78指導係、先生の指導する姿を見て指
導法や態度を学んだ。
37指導係と学生の対応を見ていると
指導のあり方について学べる。
82指導の仕方。
17学生に具体的に指導する事の難しさ
を学んだ。
27人に教える事は難しく、何処まで理解
し、何処まで理解していないのか、把握す
る事が重要だ。
79指導する難しさ。
教えることの難しさ。
80指導する難しさ。
47具体的に説明する難しさ。
10学ノkという全く経験がない人に教え
る難しさ。
指導するには時間が必要である。
77指導するには、時間が以要であるという事
を学んだと思う。
図一4　臨床実習指導を通して体験した学びの内容
4学生が1人の患者と深くかかわる姿を
見ることで自分の患者とのかかわりを学
んだ。
11自分も指導できるように
なったという実感が自己の成
長の確認につながる。
16患者・家族の感じていると思われる様々
な状況に深くかかわる事。
60学生は、1人の患者について深く関わ
っているので患者の細かい変化や、精神面、
生活スタイルなど、気づかされる事力移い。
66看護婦の偏ってしまう見方だけでな
く患者様、あるいは、家族が感じているで
あろう事を思い起こさせてくれます。
12患者に対する丁寧な態
度やじっくり対応する姿勢
を学んだ。
58学生は、患者様の訴えをとても1寧に聞いて
おり、忙しいときにも、こういつた態度でせっし
ていかないと・・と、こちらも学ぶ事が出来た。
68患者様に対して低姿勢で、やさしく声をかけ
ているのを見ると、忙しくてバタバタしてては
いけないと思いました。
70じっくりと物事について考える姿勢。
6学生さんがっくと指導など、他の患者様にも、
もっともっとゆっくりとやりたいなあと思います。
32学生の患者への態度が丁寧で、患者の気持ち
をとても大切に尊重していて、自分が反省させ
られる事があった。
15患者1人1人の背景や状
況に目をむけ何かをしょう
とする態度の大切さ。
61学生は患者に対する気持ちなど思い
やりをもっているので、自分も気持ちが
引き締まる。
21患者1人1人の状況を考えそのヒで必
要な援助を提供しようという基本的な姿
勢が大切なんだと再認溶することが出来
た。
26基本、患者さんの背景や想いに目を向
ける事。
16患者さん個人の一日の生活リズム
などをもっと大切にしょうと思った。
69患者様に対してとてもよく考えてい
たので私も考え直さないといけないと思
った。
59患者に一ノk懸命、何かをしてあげよう
とする気持ちや態度など、思い出させて
くれる。
13患者1人1人にしっかり
向き合ってコミュニケーシ
ョンをとる事の大切さ。
83患者様への接し方を見ていて困っていたり
とてもJ寧に接しているのを見て、初心を思い
返します。私ももっともっと1人1人の患者様とし
っかり向き合って話をして接していかないとい
けないと勉強になりました。
67患者様とのコミュニケーションの大切さ。
62学生を通してコミュニケーション、患者の事
について深く考える事が出来た。
10学生の患者とのかかわり
方が、学びとなる。
43学生の前向きで、患者様を思う気持を通して
患者様との接し方を考えさせられた。
18患者さんにたいする接し方とか。
31学生の患者さんへの見方。
19患者とのかかわり。
